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また、杉並区社会福祉協議会ホームページでもご覧になれます。
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広報紙「すぎなみ社協」は7月15日、9月1日、11月1日、1月15日、3月1日発行です。

杉並区社会福祉協議会
社会福祉法人

社協は地域福祉を推進する
社会福祉法人（民間団体）です。
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3面	●コロナ禍でのエピソード
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Facebookもチェック

　荻窪・天沼弁天池公園で 10 年以上続く「天沼尚和会」主催のラジオ
体操。ここには、スタッフが自然体で活躍できる場や、雨でも参加者
が集まりたくなるような魅力があります。今回は会長の鹿野修二さん、 
野沢暁子さん、木村励子さん、清水久子さんにお話をお伺いしました。

―― ラジオ体操のはじまりから今まで
野沢：�天沼弁天池公園ができてから、「ここでラジオ体操をやってほしい」

という要望があって、スタートしました。
清水：�今では、雨の日に来て中止とわかるとがっかりされるのですが、

次の日に意気揚々と来てくれる方がいます。また、雨で自分は参
加しなかったのに、翌日来て開催していたことがわかると、「な
んで！悔しい」という方もいます。皆さん、本当に楽しみにして
くれています。

野沢：�「長寿応援ポイント」事業にも参加しています。
鹿野：�この事業で引き換えた商品券を町会に寄附してくださる方もおり、

スピーカーを購入するなど運営に役立てています。
清水：�コロナ感染症により在宅時間が増えたので外出のきっかけになっ

て助かる、という声も聞かれました。
野沢：�近づいて話したがる参加者に離れて話すようお願いしたり、近隣

の方に感染症対策について説明して理解していただいたり。そう
した対応は大変でしたね。

―― 仕事は自分で見つける
鹿野：�朝は必ず公園を清掃していますが、何をやるかは各人が自主的に

決めています。
野沢：�ゴミを拾ってくれる方、ベンチを拭いてくれる方。お願いしたこ

とがないんです。
木村：公園を「使わせていただいている」という気持ちですね。
鹿野：�スタッフも参加者も、基本的に負担感・使命感を持たない。ただ

集まり、終わったらそのまま解散。コミュニティを作るとか友達
になるとか、好きになさってください、というスタンスです。

―― 地域のつながりの場
鹿野：�ラジオ体操より人と会うことを大事にする方もいます。情報交換

の場でもあるんです。
野沢：�ラジオ体操参加者の中で、一人暮らしの方に登録してもらい、見

守りも始めました。登録者が 3日間来なかったら電話をかけ、
85歳以上の方には安否確認のハガキも出しています。

鹿野： �町内パトロールもやっていますが、日常的にできる活動を自然
なかたちでできるのがいいと思います。

木村：�一人暮らしの老人が多い地域ですからね。そういう方への面倒見
が本当にいいですよね。すごくきめ細やかに面倒を見てくれる。

鹿野：�サロンのような集まりがいろんなところでできれば、ネットワー
クが広がります。そのどこかで高齢者も子どももケア 24や社協
につながるじゃないですか。だから町会は「中間」なのだと思っ
ています。

　　　�町会の存在を知ってもらい、いろんな世代の人がその人なりのタ
イミングで負担感なく町会につながるといいですよね。いつかつ
ながるときに「町会ってこういうもんだったな」と思い出しても
らえたら。そんな思いでやっています。

「日常的にできる活動を自然なかたちで」

ラジオ体操は地域のつながりの場

天沼尚和会：�昭和24年町会として結成　阪神淡路大震災（平成7年1月17日）を機に再結成現在に至る。
　　　　　　�天沼弁天池公園花咲かせ隊、天沼弁天池公園ラジオ体操、防犯パトロール（54名８グループが活動）、
　　　　　　�スタンドパイプを町内9カ所に設置、スタンドパイプ訓練・防災訓練（令和２～3年は中止）、
　　　　　　厚生福祉部すみれの会（手芸等）、ハピきた・ハロウィンに参加（令和２年中止）
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左から野沢暁子さん、鹿野修二さん、
清水久子さん、木村励子さん

天沼弁天池公園でのラジオ体操

ラジオ体操を終えて
談笑中

世話人





― こんなときだからこそ、
� 身近な地域で相談を
　地域福祉推進係では、西荻南に
ある「まちナカ・コミュニティ西
荻みなみ」※の場所を借りて、身
近な相談場所として毎週水曜日の
午後２時から４時まで「福祉なん
でも相談会」を実施しています。
※�多世代が集う居場所として、2018年
に開設されたコミュニティスペースを
運営する団体。

コロナ禍でも、“ こんなときこ
そつながりの場づくりを ”という
皆さんの思いから感染対策を行

い、場所を開放しています。
「コロナワクチンの予約がした
いのだけどインターネットの操作
の仕方がわからない。教えてほし
い」とご相談があり、操作の練習
を一緒に行いました。
「コロナで外出控えが続き、気
軽にお話ができなくなった」、「考
えすぎて、どんどんふさぎこんで
しまうように思う」等の不安な気
持ちを「福祉なんでも相談会」に
来て話してみませんか。
「80 代のお母さんが亡くなり、
一緒に住んでいた 50代の息子さ
んがひとりで生活しているよう。

仕事をしていないって聞いていた
けど…」というような、ご近所の
気になることやどこに相談してい
いのかわからない等の相談もお聞
きしています。
傾聴ボランティアさんや近くの
訪問看護ステーションがきている
日もあります。“ お話を聞いてほ
しい ” “ 介護や医療・福祉に関す
る相談がしたい ”と思う方もお待
ちしております。お気軽にお立ち
寄りください。

コロナ禍での エ ピ ソ ー ド
～地域福祉推進係（ 福 祉なんでも相談会）～

会　場
　ウェルファーム杉並（天沼 3-19-16）

対　象
　�災害支援に興味のある区内在住、在勤、�
在学者で、なるべく全回に参加できる方

定　員
　20名（先着順）

参加費
　2,000 円（当日お持ちください。）

申込み
　�令和 3年9月1日（水）から申し込み開始
　�杉並ボランティアセンターのホームページ
（http://borasen.jp）または電話にて

　災害時における被災地・被災者支援のあり方
や災害・防災を意識した日常的な取り組みを学
ぶことを通して、地域や被災地の中で核となっ
て動くことができる災害ボランティアセンター
運営スタッフの養成講座を開催します。

※全4回の講座になります。
日　時 内　容 講　師

❶ 10 月 2日（土）
14：00～16：00

オリエンテーション
杉並区の防災について
社会福祉協議会について
災害ボランティアセンターについて

杉並区危機管理室防災課職員
杉並ボランティアセンター職員

❷ 10 月 16日（土）
13：30～16：30

災害ボランティア体験
（活動者側視点） 防災教育・災害支援

コーディネーター　
宮﨑　賢哉　氏

❸ 10 月 30日（土）
13：30～16：30

災害ボランティアセンターの運営
シミュレーション（運営者側視点）

❹ 11 月 6日（土）
14：00～16：00

先輩ボランティアから
まとめ・ふりかえり

杉並災害ボランティアの会
杉並ボランティアセンター職員

杉並ボランティアセンター  火曜日～土曜日
☎ 03（5347）3939　℻ 03（5347）2063
メール info@borasen.jp

問合せ

集募者加参
災害ボランティアセンター運営スタッフ養成講座

問合せ   地域福祉推進係（福祉なんでも相談会）
　　　　 ☎ 03（5347）1017

ご 案 内「福祉なんでも相談会」
開催日時：毎週水曜日14：00～ 16：00
開催場所：まちナカ・コミュニティ西荻みなみ

― 思いをカタチに
杉並ボランティアセンター（以
下、「ボラセン」という）は、ボ
ランティアを必要としている方
と、ボランティア活動を希望され
ている方をコーディネートする窓
口です。新型コロナウイルスによ
り今までのような対面の活動は自
粛せざるを得なくなっています。
一方でコロナ禍において、オンラ
インを使用する機会が急激に増え
たため、パソコンやインターネッ
トの操作など、新しい困りごとが
増えています。

ボラセンに入った相談例を紹介
します。
仕事がリモートになり時間の余
裕ができた方。「医療関係者が忙
しくて困っているというニュース
を見て、病院でのボランティアを
したい」とのご希望でした。しか
し、病院では対面でのボランティ
ア活動が制限されているため、ご
希望されたものは見つかりません
でした。
お話を聞いていくと、パソコン
やインターネットにも詳しいとの
こと。そこで、ボラセンが企画し
ているオンライン講座にボランテ

ィアとして協力してもらえ
ないかと依頼したところ、
快く引き受けていただけま
した。活動内容はオンライ
ンツールを活用した実際の
事例や使用方法の補足説明
などです。講座参加者から
は、ボランティアさんのお
話や説明がとてもためにな
ったと好評でした。
このようにボラセンと一緒に考
える中で、新たなボランティア活
動に出会えるチャンスがあります。
人とのつながりが大切だと再認

識されるコロナ禍で、新たな一歩
を踏み出すサポートをいたしま
す。いつでもご相談ください。

～杉並ボランティアセンター～

問合せ   杉並ボランティアセンター  火曜日～土曜日
　　　　 ☎ 03（5347）3939　℻ 03（5347）2063
　　　　 メール info@borasen.jp

電話での
対応もして
おります。

令和
3 年度

3

ささえあう地域づくりが仕事です 社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会
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各ページの下端についている「音声コード」は、目の不自由な方などの
ために、本紙に掲載された印刷情報をデジタル情報に変えるための二次
元のバーコードです。専用の読み上げ装置で読み取り、音声で聞くこと
ができます。なお、コードの位置を示すために切り込みを入れています。
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編集後記

　おかげさまで200号を迎えることがで
きました。ありがとうございます。杉並の
魅力ある地域福祉活動や本会事業を紹介し
てきました。本号では10年以上継続して
いるラジオ体操の場、75年続く赤い羽根
共同募金など、継続から生まれるチカラを
感じられる号になっています。お楽しみに。

（K.H.）
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　低所得の世帯を対象に、高等学校・専修学校・短期大学・専門学
校・大学への進学または在学中の修学にかかる費用を、無利子で貸
付する制度です。進学の場合、受験前・合格発表前に予約申し込み
ができます。

返済期間	 最長 14 年（168 回）（無利子）
返済方法	� 卒業後６カ月の据置期間を経た後、毎月計画に沿った金額

で返済していただきます。
・他の制度が利用できる場合、そちらを優先していただきます。
・�各種専門学校など対象とならない学校もありますのでご相談ください。
・�貸付から返済終了までの過程で、民生委員による相談支援を受けてい

ただきます。
・�ご相談開始から資金交付まで２カ月ほどかかります。受験する学校が決

まりましたら、お早めにご相談ください。

貸付には要件があります。来所される前にお電話でご相談ください。

申込み・問合せ　　生活支援係　☎ 03（5347）3134

教育支援資金の種類・貸付限度額
高等学校・
専修学校

（高等課程）
高等専門

学校
短期大学・
専修学校

（専門課程）
大学

教
育
支
援
費

貸付上限額
（月額上限額） 35,000 円 60,000 円 60,000 円 65,000 円

特に必要な場合
（貸付上限額の
1.5 倍）

52,500 円 90,000 円 90,000 円 97,500 円

貸付月額は貸付対象期間中、同額での適用となります。
未払いである修学期間のみを貸付の対象とします。

就学支度費
（貸付上限額）
入学時のみ対象

500,000 円

入学する学校の入学金を、限度額の範囲で貸付いたします。
未払いである場合のみ貸付の対象とします。

生活福祉資金貸付制度
教育支援資金のご案内

	  約 11 万部
	  １枠８cm ×８cm
	  （ご相談に応じます）

	  １枠 15,000 円～
	  経営管理課 管理係
	  ☎ 03（5347）1010

発行部数
広告の規格

問合せ
掲載料広報紙「すぎなみ社協」に

掲載する広告を募集して
います。

　杉並区社会福祉協議会では、使用済みインク
カートリッジの回収を始めました。
　この活動は、障害を持った方の就労支援につ
ながっています。回収益は地域福祉活動に役立
たせていただきます。
　対象となるインクカートリッジは、全メーカー
です。

※郵送でまとめて、送付していただいても構いません。

問合せ   杉並ボランティアセンター
☎ 03（5347）3939　ＦＡＸ：03（5347）2063
メール：info@borasen.jp

　すべての子どもたちが健やかに育つことを目的に、子どもの
福祉向上に資する活動の主催団体に助成金を給付します。

助成対象活動
杉並区内で実施される、次のいずれかの活動
　（1）子ども食堂等、子どもの居場所に関する非営利活動
　（2）子どもの学習支援に資する非営利活動
　（3）その他、子どもの貧困対策に資する非営利活動

助成金額
1 団体につき、100,000 円を上限とします。

助成対象経費
令和 3 年 4 月 1 日（木）から令和 4 年 3 月 31 日（木）までの期間
における活動を実施するための経費※

※�経費の範囲、対象団体の要件、申込方法などを記載した「令和 3 年度 子ども
支援活動費助成 募集要項」 は当会ホームページに 10 月上旬掲載予定です。

問合せ   経営管理課 管理係　☎ ０３（５３４７）１０１０

　2011年 3 月11日東日本大震災から10 年。
この映画は、震災当時の障害者の状況と支
援者の活動について、当時を知る証言者たち
への取材に基づき撮影されたものです。災害
時や障害者への支援として、また同じ地域に
暮らす住民として、多くの方にご覧いただき
考える機会としたいです。

日　時   １１月 3 日（水）文化の日　14：00 から
会　場   西荻地域区民センターホール（杉並区桃井 4-3-2）
定　員   １００名（事前申し込み制）　  料　金   入場無料
申込み   �10 月 1 日（金）から申し込み開始 杉並ボランティアセンター

ホームページ（http://borasen.jp）または電話にて
問合せ   杉並ボランティアセンター　☎ 03（5347）3939

令和３年 5 月 1 日から６月 30 日まで
（お名前は承諾を得て掲載しています。）

関東バス 労働組合様… …………………………………40,330 円

三田様　３名………………………………………… 210,000 円
池田　奈津子様………………………………………… 1,000 円
大西　久江様…………………………………………… 3,000 円
髙村　潔様……………………………………………… 3,000 円
城戸﨑　保博様………………………………………… 9,000 円
山田　重子様…………………………………………… 2,000 円
千葉　潤様………………………………………………… 500 円
宮本　真弓様…………………………………………… 1,000 円
久保田　明様……………………………………………50,000 円
秀島　祥浩様……………………………………………10,000 円
佐藤　克徳様…………………………………………… 4,000 円

〈個　　人〉

29 件… ………………………………………………… 119,500 円
〈匿　名〉

みん�なのフードバンク様……………クッキーセット 2 ケース、 
ミニキャリーラムネ 2 ケース、ケース入りキャンディ 2
ケース、麦茶 350ml 792 本、mx ケース入りキャンディ
10 ケース、キャラクターうちわ 20 枚、だししょうゆ 80
本、鈴カステラ 432 袋

匿�名�………… 固形石鹼 160 個、生理用品 2 袋、生理用品４袋、 
生理用品 1 袋、お米５kg、トイレットペーパー 20 ロール

〈物品寄附〉

〈団  体〉

ありがとうございました 
寄 附 者 名 簿

集募告広

東日本大震災
障害のある人と支援者の物語
「星に語りて～Starry Sky～」

使用済みインクカートリッジ
の回収について

●●●　映画会のお知らせ　 ●●●

令和
３年度

申請受付期間
　　令和 3 年 11 月 1 日（月）9：00 ～
� 令和 3 年 11 月 30 日（火）17：00 まで（予定）

ウェルファーム杉並 4 階の交流スペースに
回収ボックスを設置しています。

子ども支援活動費助成のご案内

©
き
ょ
う
さ
れ
ん

私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。


